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もらうこと

いるところ

想が多く見

験をもとに

していたこ

を提供する

極的に学ぼ

さらに、

にしていき

きたい」と

かけになっ

に目覚めた

《学生

最も勉

自分た

わかっ

むずか

《学生

韓国に

った人

という

を学ん

 

(3)相手国に

参加学生

リーを持っ

となり、そ

          

       

どを真剣に考

またある時

ったことに気

パス日本に限

い準備期間を

とで、深い達

ろを発見し、

見られる。参

に視野を広げ

ことが分かる

るだけにとど

ぼうとする学

「目先の情

きたい」、「も

という感想が

ったことを示

たのだと言え

生③》 

勉強になった

たちが学んだ

った。英語、

かしいと感じ

生④》 

に訪れるまで

人が多いので

うことが見え

んでいきたい

に対する見方

生の感想から

った認識論へ

その友たちを

           

        

考えたようで

時には、これ

気づく場面と

限って見てみ

を経て、その

達成感と自信

それをどの

参加学生が、

げられるフィ

る。講義の時

どめてほしい

学生の姿勢が

報からのみ

もっと現地に

が多く見受け

示しており、

えよう。 

たのはグループ

だことのプレ

韓国語、日本

じた一方で、

で、韓国人には

ではないかと

えてきた。も

い。 

方の変化 

ら浮かび上が

へと変化した

を通じて相手

           

              

独

である。ある

れまでの認識

なった。

みると、イン

の成果を企業

信、また問題

のように補っ

講義や企業

ールドワー

時間にも学生

い、という要

が見て取れる

判断するの

に行って直接

けられた。こ

そこからは

プワークであ

レゼンを作る

本語を使いな

とても充実感

はニュースで

思っていた。

っと海外に行

がってきたこ

たことである

手国を「眺め
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る時には、互

識が単なる誤

ンターンシッ

業の人の前で

題解決への新

っていけば良

業訪問のよう

ークとインタ

生が互いにも

要望さえあっ

る。 

ではなく、

接体験しなが

これらの感想

は、受け身で

ある。韓国人学

というもので

ながら話し合

感を感じた。

で目にする反

。しかし、実

行ってみて、

ことは、相手

る。実際に現地

める」ように

ブマガジン
          

           

本学生支援機構

互いの考えが

誤解に過ぎず

ップに対する

でプレゼンテ

新たな観点も

良いのか、ヒ

な受け身的

ーンシップ

っと意見交

た。そこに

自分の目で

がら、その場

想は、学生自

ではなく、自

学生と日本人

である。現地

合い、ひとつ

 

反日デモをす

実際に足を運

直接体験し

手国に対する

地を訪れ、同

になった。自
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が鮮明に異な

ず、偏見によ

る満足度が最

ーションし

得られたか

ントを得る

的なプログラ

プにより興味

換できるよ

は、ディス

見て判断す

場でしか学べ

らが、日頃

ら体験し考

人学生の混合グ

で直接見て判

のものを協力

るまではなく

ぶとそれは少

ながら、その

るただの印象

世代の学生

国の習慣や

』2016 年 3 月
                   

             

JASSO. All rig

なることを再

って正しい

最も高かった

し、社員から

からであろう

ことができ

ムよりも、

味を示し、積

うに、担当

スカッション

することを怠

べないことを

頃の学び方を

考えていくこ

グループで調

判断すること

力して作るこ

くとも反日的

少数意見に過

の場でしか学

象論が、具体

生と接しなが

や考え方を相
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再確認する機

い理解が出来

た。約 2 カ月

コメントを

。不足して

たという感

現場での体

積極的に参加

教員は話題

ンを通じて積

怠らない学び

吸収してい

見直すきっ

との重要性

調査を行い、

との重要性が

ことがとても

的な感情を持

過ぎないのだ

学べないこと

体的なストー

がら、「友達」

対化し、柔
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軟な態度で

日本人学

国という印

に、双方に

いる日本社

分たちであ

《学生

メディ

が大事

いく中

同士な

《学生

ネッ

った情

韓国人学

認識におい

はないか」

ついて改め

《学生

日韓政

た。両

参加し

また、

メリカ

《学生

私は日

しかし

が分か

を育て

プログ

 

          

       

で相手を受け

学生の中には

印象が強かっ

には違いより

社会への警戒

あるという認

生⑤》 

ィアの情報を

事である。実

中で、どうい

なのだという

生⑥》 

ト上はもちろ

情報を鵜呑み

学生からは、

いて偏見が多

という気づ

めて気づいた

生⑦》 

政治摩擦の原

両国間の摩擦

して日本人学

、両国がこれ

カ人講師の講

生⑧》 

日本と日本人

し、プログラ

かったと同時

てることを妨

グラムは日韓

           

        

け入れるよう

は、渡航前に

ったからであ

も共通点が

戒感を表した

認識もにじみ

を批判的に捉

実際に日本と

いう職業・立場

う認識があれ

ろん、書籍で

みにしないよ

日本に対す

多かったので

づきの言葉が

たという感想

原因になって

擦は、問題を解

学生と、敏感

れらの問題に

講義を聞き、

人に対してネ

ラム参加後、私

時に、日本人

妨げるこのよ

韓がどれだけ

 

           

              

独

になったと

に参加を躊躇

ある。しかし

が多く、親し

た回答もあり

み出ていた。

捉え、反日・嫌

韓国の学生が

場についたと

れば、世代を重

も嫌韓感情を

う心掛ける必

する見方の変

ではないか」、

が多かった。

想も多かった

いる慰安婦問

解決しようと

感な問題につい

ついて間違っ

アメリカ領事

ガティブな印

私がそのよう

と韓国人がど

うな偏見を克

け重要な協力パ
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という感想も

躇する者もい

し、韓国社会

しみを感じた

、これから

 

嫌韓の構造に

が交流してい

としても、そ

重ねる中で日

をあおるよう

必要があると

変化が見受け

、「日本の素

また、日韓

た。 

問題や歴史認

とする意思と

いて多く話し

った対応をし

事の話を聞け

印象を持って

うな偏見を持

どれほど親密

克服できたこ

パートナーで

ブマガジン
          

           

本学生支援機構

よく見受け

いた。日頃の

会における日

たという答え

の日韓関係

について何が

いくことが必

その考え方の根

日韓関係は徐

うな媒体が日

と思う。 

けられる。「

素顔に接近し

韓の経済連携

認識問題に対

と意思疎通の

しあいながら

していること

けたことは非

ていた。マスコ

持っていたこ

密になれるの

ことが私にと

であるかを教
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けられる。 

のマスコミ報

本の存在の

さえある。

係を切り開い

本当に正しい

必要だと思う。

根本に日本と

徐々に改善し

本国内では溢

それまでの

ようとする

携などに触れ

対する日本人の

不足だと感

ら、互いの立

に気づいた。

非常に大きな

ミと歴史授業

とがいかに愚

かに気づいた

とっては重要

教えてくれた

』2016 年 3 月
                   

             

JASSO. All rig

報道から「反

の大きさに気

嫌韓ムード

いていくのは

いのかを考え

。将来、次世

と韓国は友人

ていくと思

溢れており、

日本と日本

努力を怠っ

れ、両国関係

の見方を知る

じた。今回プ

立場を知るよ

。第三者の立

意味がある。

業の影響を受

愚かなことで

た。グローバ

要なものである

。 
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反日の国」韓

気づくととも

ドが強まって

は次世代の自

えていくこと

世代を担って

人になれる国

う。 

こうした偏

本人に対する

ていたので

係の重要性に

ることができ

プログラムに

うになった。

立場にあるア

。 

受けていた。

であったのか

バルマインド

る。またこの
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(4)グローバ

2015 年

第三の場所

両国の立ち

いて理解を

会を持った

なった。東

とが出来た

学生が一

ンテーマを

くことは決

ーション能

経験出来た

強みである

ることにつ

ンダに挑戦

国の対応で

真剣に議論

らこそ、日

《学生

アカデ

を議論

踏まれ

んだ。

につい

《学生

最終プ

ープで

ら、深

べて英

ど、困

ゼンの

          

       

バルな視点の

にスタート

所で日韓学生

ち位置を考え

を深めること

たことで、ハ

東アジア社会

た。 

一番力を入れ

を絞り、英語

決してやさし

能力を高めた

た。経済をテ

る医療や IT 分

ついてプレゼ

戦するための

では解決でき

論した結果を

日韓関係に閉

生⑨》 

デミックプレ

論に割くこと

れていったの

。そのことで

いて第三者の

生⑩》 

プレゼンテー

で深くまで討

深くまで討論

英語である点

困難を強いら

の概要を大幅

           

        

の涵養 

した「キャ

生が協学する

えるきっかけ

とが出来た。

ハワイと米国

会が抱えてい

れて取組んだ

語文献でのリ

しいことでは

ただけでなく

テーマにした

分野を通じて

ゼンした。日

の基盤として

きない課題に

をプレゼンし

閉じてしまう

レゼンテーシ

とができたと

ので、発表間近

で英語を使う

の立場から考

ーションに向

討論しあう時

論しあうこと

点、経済という

られる場面は

幅に作り直す

           

              

独

ンパスハワ

る意義を見出

けになり、国

また、ネイ

国本土の関係

いる課題をど

だ事は、アカ

サーチをも

はなかった。

、受け身の

たグループは

て発展途上国

韓経済協力

て両国関係を

にどう向き合

した。ハワイ

のではなく

ションを通して

いう点で 1 年

近に議論が足

機会も増え、

考えることがで

けた調査や討

時間が限られて

ができた。韓

う難しいテー

多々あった。

ことになり、
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イ」に対し

出した感想が

国境をまたが

イティブハワ

係、及び移民

どのように捉

カデミックプ

もとにディス

しかし、こ

の授業では決

は、アジア地

国ミャンマー

力の舞台を東

を捉える好発

合うべきかに

イという第三

、視野を広

て、プログラ

年次のプログ

足りない中で

、プレゼンテ

でき、これま

討論をじっく

ていた。一方

韓国人 2 人と

ーマでプレゼ

。なかなか目

、焦りや不安

ブマガジン
          

           

本学生支援機構

ては、日本

が多く見られ

がる課題にど

イアンや現

民社会の新た

捉えるか、非

プレゼンテー

スカッション

れらの過程

決して得るこ

地域の貧困問

ーを支援し、

東南アジアの

発表であった

について、グ

三の場所で多

広く持った学

ラムが始まっ

グラムとは大

でプレゼンを完

テーション能

までにない視

くりできた。

方、今回は 3

と日本人 2 人

ゼンの概要を

目的の文献を

安に駆られる
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でも韓国で

れた。グロー

どのように対

現地の移民コ

な傾向につ

非常にインス

ーションであ

ンを重ね、ア

程を通して、

とができな

題に目を付

先進国と発

第三国へ広

。その他の

グローバル社

多様な見方に

学びができた

てから日韓の

大きな違いが

完成させると

力を伸ばすこ

視点を手にで

昨年もプレゼ

週間という時

の 4 人での文

一からつくら

を見つけられ

毎日だった。

』2016 年 3 月
                   

             

JASSO. All rig

もない、ハ

ーバル社会に

対応していく

ミュニティ

ついて初めて

スピレーショ

ある。プレゼ

アイデアを発

英語による

ないアクティ

付け、日韓が

発展途上国の

広げ、グロー

の 4 つのグル

社会を視野に

に触れること

たと確信して

の学生がより

があった。各講

という事にも

ことができた

きたと思って

ゼンはあった

時間を十分に

文献探しや意

らなければな

ず、2 週目に

。しかし、図
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ハワイという

おける日韓

べきかにつ

と接する機

知るように

ンを得るこ

ゼンテーショ

発展させてい

コミュニケ

ブな学びを

がそれぞれの

の格差を埋め

ーバルアジェ

ループも、一

いれながら

ができたか

いる。 

り多くの時間

講義で段階が

もならずに済

た。共通課題

ている。 

たが、各グル

に活用しなが

意思疎通がす

ならない点な

に入ってプレ

図書館や学校
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の教室

に良か

ように

 

結びに代え

本プログ

れまで 520

長期留学や

に限定し、

5年前に

運営されて

る。專門課

らない。1、

後は 1、2 年

2 年を 1

交流を通し

を養う深化

を実施する

つ特徴を活

更なるプロ
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2011 年度

ローバル

両国を軸

し、広く

合い、互

プログラ

ーンシッ

参加した

 

          

       

室、部屋に集

かった。少人

に思う。 

えて：1、2 年

グラムは、前

名を超える

や学び方への

目的ある学

に本プログラ

ている。しか

課程に入る前

、2 年生での

年生向けプロ

クールとす

して互いの違

化学習を行な

る予定である

活かし、キャ

ログラムの充

の紹介》 

・崔慶原編

度から 14 年ま

ル人材育成」と

にした国際共

共有するため

互いの良いとこ

ムの企画と運

プの受け入れ

日韓の学生

           

        

集まり、討論

人数であった

年生向けプロ

前身である

る日韓の学生

の再考を促し

学習への意欲

ラムがスター

かし、その多

前に学び方へ

の体験がその

ログラムの開

する本プログ

違いを受入れ

なったことで

る。韓国のソ

ャンパス共有

充実化を図っ

『日韓が共有

までのプログ

というキーワ

共同教育が持

めである。両

ころを学び合

運用にかかわ

れ担当者、文

14 名の報告

           

              

独

を重ねた結果

ことにより、

ログラムの重

「日韓海峡圏

生が韓国と日

してきた本プ

欲を引き起こ

ートした時と

多くは特定の

への再考を促

の後の大学生

開発・実施に

グラムは、20

れる柔軟さを

で、好スター

ソウルと釜山

有を通じて外

っていきたい

有する近未来

グラムの成果

ワードでまと

持つ意義とそ

両国の学生が

合う姿が描か

わった日韓両

文部科学省の

で構成されて
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果、最終発表

、一人ひとり

重要性 

圏カレッジ」

日本、米国の

プログラムの

こした意義は

とは異なり、現

の学部が運営

促し、長期留

生活や長期留

に最も力を入

015 年度で 1

を養い、2 年

ートを切れた

山、日本の福

外国の学生と

い。 

来へ』本の泉社

果を「学生交

とめた。海峡

その可能性を

が交流を通じ

かれている。

両国の教員と

の関係者の論

ている。 

ブマガジン
          

           

本学生支援機構

表では、その成

りが日韓米関

を含めれば

のハワイでキ

の効果を考え

は大きい。 

現在は学内外

営主体となり

留学への動機

留学への関心

入れるべきで

クールを終

年次にハワイ

と確信して

福岡、米国の

協学するこ

社、2015 年。

流」と「グ

を挟む日韓

社会へ発信

て、分かり

 

企業インタ

考、そして
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成果を十二分

係について深

ば、5 年間の

キャンパスを

れば、参加

外で多くの短

、專門に特

機づけを与え

心を左右する

ではないかと

終えたばかり

大学に集ま

いる。今後

ハワイとい

とに引き続

。 

』2016 年 3 月
                   

             

JASSO. All rig

分に発揮でき

深く考えるこ

の蓄積を有し

を共有して学

加条件を 1 年

短期プログラ

特化されてい

えるプログラ

る影響の強さ

と思われる。

りである。1

まり、グロー

、2018 年ま

いうそれぞれ

続き重点をお
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きたため非常

ことができた

ている。こ

学び合った。

年生と 2 年生

ラムが企画・

いるものであ

ムは見当た

さを鑑み、今

 

年次の日韓

ーバルな視点

まで 4 クール

れの場所が持

おきながら、
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